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Research on Disaster-Resistant Community Building in the Densely Populated 
Residential Area
― Field Survey in Omori, Ota-ku Tokyo ―
Mika OKOCHI*1 and Chiaki TATSUMI*2
Abstract:　 The study aims to examine methods to build disaster-resistant community through the relationship
between the authorities and communities in the densely populated residential area. We survey and analyze the risk
factors and mitigating factors through case study in Omori, Ota-ku Tokyo, which is designated as high-risk area in
disaster. This paper clarifies the results that the tireless efforts and persistent encouragement in involving
communities are effective ways to ensure and establish the disaster-resistant community.
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第一章　問題の所在及び本調査の目的
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森東 1 丁目、するがや通りが大森東 2 丁目、貴船神社が大


















田区における消防団の活動状況は、平成 24 年 3 月末で、4
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する。参加は学部生が 17 名、院生 10 名、引率教員および
教員補佐の 4名で実施した。
1．大田区防災センター見学
2012 年（平成 24 年）7 月 10 日（火曜日）、午前 10：00
































































































































































































































































































（ht tp: / /www.ci ty.ota . tokyo. jp/seikatsu/sumaimachinami/
machizukuri/toshikeikaku/h18tochiriyougenkyotyosa.files/
tochigenkyo18.pdf）



























































3）「図解 ArcGIS10 Part1 身近な事例で学ぼう」（佐土原聡編）古今
書院，2012年 4月
4） 「生活・文化のための GIS」（村山祐司・柴崎亮介編），朝倉書
店， 2009年 2月；シリーズ GIS3
5）「フィールドワーカーのための GPS・GIS 入門」（古澤拓郎・大
西健夫・近藤康久編）古今書院，2011年 10月
木造密集市街地における官学地域連携による災害抵抗力あるコミュニティづくり
―大田区大森東における調査事例―
大河内　美香 *1・辰巳　ちあき *2
*1東京海洋大学大学院海洋科学系海洋政策文化学部門
*2東京海洋大学女性研究者支援機構
要旨：　本調査は、密集市街地における行政と地域住民との連携を通じた災害抵抗力あるコミュニティづ
くりの手法を検討することを目的とする。本調査では、都市災害における地域危険度の高い地域に指定さ
れた東京都大田区大森の例を用いたケース •スタディーの手法により、危険要因と減災要因を調査し分析
する。本調査報告は、災害抵抗力あるコミュニティづくりにおいて、地域住民を巻き込む不断の努力が、
有効な手法であるという調査結果を明らかにする。
キーワード：　災害抵抗力あるコミュニティづくり、地理情報システム、密集市街地、
　　　　　　　リスク・マッピング
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